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基里地区まちづくり推進協議会

第２次（令和４年度から令和１３年度）



　　　　　　　 　　～　ご 挨 拶　～

　基里地区の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

平素は基里地区まちづくり推進協議会の事業活動にご支援ご協力を賜

り有難うございます。

　本会は平成２３年６月に発足し、平成２４年に基里地区の課題・将

来像から１０年後を見据えた「基里地区まちづくり推進計画」を策定し、

協議会として基里の長所である「きずなの強さ」「住みよさ」を伸ばす

ために、毎年様々な事業活動を展開してきました。

　今回、１０年目を迎えることから「基里地区まちづくり推進計画・

絆」の検証（振り返り）を行い、再度、基里地区まちづくりに向けて

の住民アンケートをお願いし、地区の皆様の基里地区に対する意識調

査を実施させていただきました。

　結果的には、高齢化による近所づきあい、地区行事等への参加が減

少傾向であり、各町の担い手育成が喫緊の課題として見えてきました。

　当初からの基本目標「住民同士のきずなが強く、互いを助け合う基

里地区の良さを次世代へ継承するとともに、より幸せで豊かな住みよ

いまち」達成は「まだまだ道半ば」であることから、当初の基本計画

を踏襲し地区の皆様のご意見を賜りながら、地区に必要な事業活動を

展開していきたいと思います。

　引き続きご支援ご協力を宜しくお願い申し上げます。

　　　基里地区まちづくり推進協議会　会長　　山口　重昭
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（１）基里地区まちづくり推進計画について

（２）推進計画の期間について

１. はじめに　～まちづくり推進計画と期間～
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　基里地区まちづくり推進計画は、地区の現状と課題をふまえ、当初計画は平成２４年

に１０年後（令和４年度）の基里地区の将来像を明らかにした上で、その将来像を実現

するために策定されました。

　計画策定にあたっては、地区の皆さんにアンケートをお願いし、基里地区の長所を伸

ばし課題を解決していくことで、住みよいまちづくりが出来ると考え取組を行なってき

ました。

　今回、１０年目を迎えることから、再度、地区の皆さんにアンケートをお願いし、１０

年前と今回のアンケートにおいて地区の皆さんの基里地区に対する意識を確認するとと

もに、引き続き基里地区の将来像を地区全体で共有し、基本目標「住民同士のきずなが

強く、互いを助け合う基里地区の良さを次世代へ継承するとともに、より幸せで豊かな

住みよいまち」達成に向け、基里地区の皆さんと共に基里地区まちづくり推進協議会の

活動を地区に広めていくものです。

　今回の期間は、令和４年度から令和１３年度までの１０年間となります。計画期間中

は、まちづくりの実現に向け１年毎に取組内容を検討実践します。
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（１）現状

（２）地区人口・世帯数

２. 基里地区の概要

　基里地区は鳥栖市の東部に位置し、南北に長い地形で地区の北部は九州交通の要衝で

ある鳥栖ジャンクションがあり、物流団地などに企業が集積しています。

　２０２４年（令和６年）には（仮称）味坂スマートインターが供用開始予定で、連絡

道路開設により南部の田園地帯が分断されました。

　さらに、水屋地区においても国道３号鳥栖久留米道路の開通が予定されています。

主に国道３号線を中心に住宅地が広がっていますが、国道３号線道路拡幅による４車線

化に伴い生活道路からの進入、横断や交通量の増加が懸念されます。

　人口は平成１７年以降、１５～６４歳の生産年齢人口がゆるやかに減少しています。

　世帯数は平均すると毎年４３世帯程度増加している反面、６５歳以上の世帯も増加し

ており、老夫婦、高齢者の一人暮らしが増え高齢化がすすんでいます。

〇年齢別人口と推移



（３） 行政区

（４） 主な行事
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幡崎町、姫方町、原町、飯田町、曽根崎町

松原町、桜町、酒井西町、酒井東町、水屋町

春　　春の社日、春の祭典・獅子舞、藤祭り、春祭り祭典、

　　　春の山王宮祭り、お粥占い、天満神社春季例大祭

夏　　夏祭り、井堰祭り、田植願成就、根付願成就、さなぼり願成就

　　　夏越願成就、風止願成就、初秋願成就、七夕祭り

秋　　敬老会、体育祭、運動会、社日祭、子ども相撲、秋祭り祭典、秋の大祭

　　　七五三会、秋の天満宮祭、放生会願成就、八幡神社放生会

　　　天満神社秋季例大祭、日吉神社申祭

冬　　歩こう会、基里地区文化祭、元旦祭、新年祈願祭、ほんげんぎょう、もぐらうち

　　　基里地区もちつき大会、宮座（日吉神社・天満神社）

通年　ふれあい・いきいきサロン、ふれあい会食会、清掃活動、廃品回収、防災訓練

曽根崎の獅子舞曽根崎の獅子舞

酒井西町の奉納子ども相撲酒井西町の奉納子ども相撲

原町のほんげんぎょう原町のほんげんぎょう

原町の藤祭り原町の藤祭り

酒井西町のもぐらうち酒井西町のもぐらうち

基里小学校児童田植体験基里小学校児童田植体験

姫方町の姫古曽神社七夕祭り姫方町の姫古曽神社七夕祭り
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３. アンケート等から考える基里地区の現状
（平成２３年と令和３年の比較）



４. 基里地区全体図
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（１-１）アンケートの概要（平成２３年）
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　平成２３年、全世帯の 1割以上にあたる４００世帯にまちづくりに関するアンケート

を配布、３５６世帯から回答、回収率８９％。

▶女性の回答が約 6割、年齢層は40～ 70代が約 8割、
　40代女性 (52 人 )、60代男性 (45 人 ) の回答が多い。

▶「30年以上居住」が約 6割、「持家戸建」が約 9割。
　回答者の中では定住者の割合が高い。

▶2 世代同居と3世代同居で75%、核家族化や高齢化が
　原因と思われる夫婦のみと単身世帯が 24%。

男
43%女

57%

性別 年齢

30歳未満
2% 30 歳代

10%

60 歳代
24%

40 歳代
19%

50 歳代
19%

70 歳代
20%

80 歳以上
6% 酒井西町

酒井東町
曽根崎町
水屋町
飯田町
原町

姫方町
幡崎町
桜町

松原町

27　　　　　　　　　　　
16　　　　　　　　　　　　

117　　
12　　　　　　　　　　　　
22　　　　　　　　　　　

52　　　　　　　　　
30　　　　　　　　　　　

15　　　　　　　　　　　　
42　　　　　　　　　

23　　　　　　　　　　　
住所

（単位：人）

住居形態

持家戸建
89%

持家集合
0%

社宅・寮
2%

民間賃貸
7%公営賃貸

2%

居住年数

2年未満
2%

2~4 年
5%

30 年以上
57%

20~29 年
14%

10~19 年
14%

5~9 年
8%

前住所

なし
31%市外

42%

市内
27%

家族形態

3世代同居
25%

2 世代同居
51%

夫婦のみ
21%

一人暮らし
3%



❶回答者は男性４４％、女性５６％と前回とほとんど変わら
　ず、年齢層も６０歳以上を５歳刻みで実施したが、結果は
　５０歳代の回答が減り、４０歳代以下は変わらず、６０歳
　以上が８％増え高齢者が目立った。町別では、曽根崎町と
　原町の回答者数が入れ替りほぼ変わらない状況です。

❷住居形態は持家が３％増加、居住年数も３０年以上が１５％
　増え、市外からの移住も６％増加している。

❸家族形態は老夫婦のみ、高齢者の１人暮らしが７％増加し、
　高齢化がすすんでいる状況です。
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（１－２）アンケートの概要（令和３年）

　平成２３年の基里地区まちづくり推進計画策定から１０年経過したことから、基里地
区の状況把握のため前回の対象者と同じ形態で４１２世帯にアンケートを依頼３７４世
帯から回答いただき、回収率は９１％でした。

男
44%女

56%

性別 年齢

30歳未満
0% 30 歳代

8%

65歳～74歳
28%

40 歳代
22%

50 歳代
12%

60 歳～64歳
8%

75 歳以上
22%

酒井西町
酒井東町
曽根崎町
水屋町
飯田町
原町

姫方町
幡崎町
桜町

松原町

30　　　　
24　　　　　　　　　　

94　
17　　　　　　　　　　　
14　　　　　　　　　　

71　　　　　　
27　　　　　　　　　　
21

51　　　　　　　　
25　　　　　　　　　　　

住所
（単位：人）

住居形態

持家戸建
92%

持家集合
1%

社宅・寮
1%

民間賃貸
5%

公営賃貸
1%

居住年数

2年未満
1%

2~4 年
4%

30 年以上
62%

20~29 年
8%

10~19 年
16%

5~9 年
9%

前住所

なし
28%市外

48%

市内
24%

家族形態

親子孫
（3世代）
14%

親と子（2世代）
54%

夫婦のみ
23%

一人暮らし
8%

その他
1%



（２－１)地域に対する意識（平成２３年）
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▶近所づきあいの程度は、「積極的」「ある程度」行っている
　人が約９割、地域行事に参加している人が約８割強。地区
　の結びつきが弱いと答えた人はほとんどなく、「出来る範囲
　で一人一役」のまちづくり参加が約８割を占めている。住
　み心地についても「普通」「ほどほど」の回答が多く住民同
　士の一定の絆が保たれている。

積極的
23%

近所づきあいの
程度

あまりなし
12%

ある程度
64%

全くなし1%

あまりなし、全くなしと答えた人の
近所づきあいがない理由

（単位：人）

不自由はない

機会がない

興味がない

その他

トラブルが不安

苦手

14　　　　　

13　　　　　　

9　　　　　　　　　　

3　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　　　　　　　　　　　　　　

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域行事の
参加状況

積極的
24%

ある程度
61%

あまりなし
13%

全くなし
2%

高齢・病気

自主性を重視

行事を知らない

その他

つきあいが苦手

看病・介護

引っ越したばかり

13　　　　

10　　　　　　　

9　　　　　　　　

7　　　　　　　　　　

6　　　　　　　　　　　

3　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　　　　　　　　　　　　　

あまりなし、全くなしと答えた人の
地域行事に参加しない理由

（単位：人）

地区の住み心地地区が好きか地区の結びつき

とても強い
6%

ほどほど
強い
39%

普通
45%

ほどほど
弱い
3%

分から
ない 7%

大好き
16%

ほどほど
好き
48%

普通
34%

ほどほど嫌い
2%

とても
よい
20%

ほどほど
よい
51%

普通
27%

ほどほど
悪い 2%

まちづくりの住民参加のあり方

できる
範囲で
一人一役
83%

リーダーで
進める
7%

行政で進める
3%

その他
7%



❶近所付き合いの程度は、前回より積極的、ある程度で７％
　減少、理由については、不自由はない６５人。地域行事へ
　の参加も積極的、ある程度で１２％減少し、理由について
　は、仕事の都合を除けば、高齢・病気が１８人、自主性を重
　視が４０人と前回よりもかなり多くなっています。しかし、
　地区の結びつきが弱いと回答した方は２％となっています。

❷地区が好きか、地区の住み心地については前回同様、普通、ほ
　どほどの回答が多く一定の絆は保たれていると思われます。

❸住民参加のまちづくりでは、「できる範囲で一人一役」が前
　回より１０％減少しており、担い手の高齢化が大きく影響
　していると思われます。
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（２－２）地域に対する意識（令和３年）

積極的
15%

近所づきあいの
程度

あまりなし
16%

ある程度
66%

全くなし 3
%

あまりなし、全くなしと答えた人の
近所づきあいがない理由

（単位：人）

トラブルが不安

その他

不自由はない

高齢・病気
看病・介護
仕事の都合

自主性を重視
つきあいが苦手
行事を知らない

引っ越したばかり
その他

機会がない

苦手

興味がない

65

18

6

6

1

7

地域行事の
参加状況

積極的
16%

ある程度
57%

あまりなし
20%

全くなし
7% 18　　

4　　　

50　　

40

11　　　　

7

8　　

5　　

あまりなし、全くなしと答えた人の
地域行事に参加しない理由

（単位：人）

地区の住み心地地区が好きか地区の結びつき

とても強い
22%

ほどほど
強い
50%

普通
25%

ほどほど弱い
2%

とても弱い1%

大好き
10%

ほどほど
好き
51%

普通
37%

ほどほど嫌い 大嫌い1％
1%

とても
良い
22%

ほどほど
良い
51%

普通
25%

とても悪い 1%ほどほど悪い
　2%

まちづくりの住民参加のあり方

できる
範囲で
一人一役
73%

リーダーで
進める
9%

行政で進める
10%

その他8%



（３―１）基里地区の長所（平成２３年）
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　アンケートの回答では「自然災害の心配が
少ない」が最も多く、災害に対し安心感があ
ると考えられます。実際、基里地区では昭和
２８年の西日本大水害以来、６０年近く大規
模な災害を経験しておらず、災害が少ない地
域と言えます。このため、災害に対する危機
意識の低下が課題とも言えます。

▶災害の心配が少ない（201人）
　基里地区は、北部が物流拠点として整備さ
れている一方、南部は昔ながらの田園風景が
広がっています。
　宝満川・大木川・山下川、秋光川など、多
くの河川も流れており、アンケートでは自然
環境の保全と美化を望む回答がありました。

▶自然環境に恵まれている（88人）

　基里地区は南北に長く東西に短い地形です。
その中を縦断するように国道３号が通り、国
道５００号、九州自動車道、ＪＲなども走って
おり、九州の交通の結節点となっています。
　この交通の便の良さは、住民の利点として
①商業地・行楽地へのアクセスの良さ②勤務
地の広域化による雇用の確保などが挙げられ
ます。
　反面、幹線道路の渋滞のため、生活道路が
抜け道として利用されるなど、通学路を中心
に交通事故の危険性が高まっています。

▶交通の便がよい（152人）・買い物が便利
　（86人）・働く場が近くにある（45人）

　住民同士の一定の絆が保たれている基里地
区では、『ご近所間の親切や人情を大事にし、
結びつきが薄れたり無関心層が増えることに
危機感をもっている人が多い』と言えます。
　一般的に、生活の利便性が向上したことに
より、昔は足りないものを補うために必須で
あった地縁・血縁などの人間関係が希薄にな
る傾向にあります。
　しかし、災害や急病などの緊急時や防犯対
策では、隣保班などの住民同士の人間関係が
非常に大事です。「優しさ」と「思いやり」と
「ちょっとのお節介」が地域の住みよさと活性
化にとって欠かせないものであり、高齢化が
進む基里地区にとって、その維持と継承が大
切だと言えます。

▶親切で人情味がある（64人）

自然災害の心配が少ない
交通の便が良い

自然環境に恵まれている
買い物が便利である
親切で人情味がある

犯罪が少ない
騒音がない静かなところ
働く場が近くにある

ウォーキングが楽しめる
人と人のきずなが強い

子育て環境がよい
公共施設が近くにある

花や緑が多く景観が良い
自慢できる祭り・行事がある

干渉が少なくプライバシーが保てる
犬のフン処理など住民マナーが良い

その他
歴史・文化がある
地域に活気がある
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❶基里地区の長所は今回、上位①②番は前回のアンケートの①②番が逆転しており、①番目の「交　
　通の便が良い」（176人）は前回同様、③番目の「買い物が便利である」（92人）商業地、行楽地
　へのアクセスの良さ、⑩番目の「働く場が近くにある」（39人）勤務地の広域化による雇用の確
　保が出来ることから、「交通の便が良い」という回答になっているようです。
　しかし、幹線道路渋滞を避けるため通学時間帯に生活道路を抜け道として利用する県外ナンバー
　も多く通学路の交通事故など安全対策を図るため「基里地区交通対策協議会」「基里っ子見守り隊」
　の活動が重要であると思われます。
　また、国道３号線拡幅による４車線化に伴い生活道路からの車の横断、左折・右折問題、（仮称）
　味坂スマートインター開設に伴う連絡道路等の交通量増加などが懸念されます。

❷②番目の「自然災害の心配が少ない」（154人）については、曽根崎町を境に酒井西町、酒井東町、
　水屋町においては水害などの自然災害対策を課題として回答されています。
　平成２９年の九州北部豪雨から毎年、「線状降水帯」が九州北部に発生しており、令和元年８月に
　は基里地区において集中豪雨による床上浸水の被害が発生しました。基里地区内には、筑後川の
　支流で秋光川、山下川、大木川、宝満川など大きな河川も流れており、今後は氾濫、決壊なども
　懸念され、土砂の浚渫、避難所の確認、誘導態勢の再確認などが必要と思われます。

❸「親切で人情味がある」（79人）は前回と同じ⑤番目ではあるが、１０年経過した現在、高齢化
　がすすみ、老夫婦のみ、高齢者の一人暮らしが増加していることから、住民同士の関係の希薄化
　を課題として回答されている方もあります。
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（３－２）基里地区の長所（令和３年）
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歴史・文化がある
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（４－１）基里地区の課題（平成２３年）
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　基里地区は、鳥栖市の中でも、特に高齢化
が進むと予測される地域です。高齢化により、
支援（買物、掃除、避難）を必要とする人が
増え、また、地域行事の担い手や参加者も減
少していくと予想されます。
　この高齢化によって発生する課題は、生活
や地域に密着するものが多く、住民・地域・行
政が連携しないと解決しない部分があるため、
その連携と担い手の育成が大きな課題です。

▶高齢化による住民活動の低迷（170人）
　・高齢者の生きがい対策（45人）

　会議やアンケートで多かった意見は、ゴミ
やフン放置などのマナー対策です。特にフン
放置箇所は公園や道路、土手など広範囲に渡
り、地区外の人が放置するケースもあります。
　この課題は全国的に問題になっており、他
地区の取り組み事例を参考にしながら、ゴミ
や犬のフン放置対策を通じた環境美化意識の
向上を図る必要があります。

▶ゴミ・犬のフン放置などのマナー対策
　（43人）

　平成２４年４月現在、基里小児童は３８４
人、基里中生徒は１４１人であり、その数は
減少傾向にあります。
　児童生徒数の減少は大きな課題であり、未
就学児を含め、子ども達が健全に育つために、
地域がどう関わり補完していくのか考えてい
く必要があります。

▶子どもが少なく競争意識が持ちにくい
　（109人）・地域をあげて子ども達を育
　てていくこと（47人）

　住民同士の結びつきの希薄化や空き巣等の
犯罪対策のほか、地域資源が活かされていな
いとの回答がありました。
　地域資源については、その存在が知られて
いない可能性があるため、地域の歴史や資源
を再確認し、周知する必要があります。

▶その他の意見

高齢化による住民活動の低迷
交通事故の危険性が高まっている

子どもが少なく競争意識が持ちにくい
住民同士の結びつきが薄れつつある

まちづくりへの参加に対する無関心層が多い
地域をあげて子ども達を育てていくこと

高齢者の生きがい対策
マナー対策（ゴミ・犬のフン放置など）

空き巣、街頭犯罪等の犯罪対策
性別年齢等の違いで意見が言いづらい

地震、風水害等の自然災害対策
通学路等での不審者対策

企業や事務所のまちづくりへの参加
住民の行政（市）に対する依存度が高い

地域資源が十分に活かされていない
その他

農家と非農家の間に摩擦が生じている
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❶①番目の回答は「小中学校生徒の減少」（193人）となっています。
　令和３年９月現在、基里小児童は３６２人、基里中生徒は１４１人、合計で５０３人、ピークは
　平成１８年度の５７０人、平成２４年度以降の小中学校児童・生徒合計の推移はほとんど変わら
　ず、核家族少子化の状況が続いています。
　⑨番目の「地域をあげて子ども達を育てていくこと」（30人）
　他地区からの移住等を考えた場合、地区と学校が協力し特色ある学校づくり（学力、スポーツ、
　芸術等に特化）を目指す必要があります。

❷②番目は「高齢化がすすみ、様々な住民活動に支障が出始めたこと」（179人）で、前回の①番目
　の課題となっていることです。
　今回のアンケートの中でも家族形態や、地域行事への参加、住民参加のまちづくりでも高齢化が
　前面に出てきており、担い手や参加者が減少している要因だと思います。
　また、高齢化による生活支援を必要とする方も増えていくことから、今後は隣保班等の住民同士
　の協力体制（絆）強化や鳥栖市の推進事業「ふれあいネットワーク活動」が重要となってきます。
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（４－２）基里地区の課題（令和３年）
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（１）基本目標

（２）基里地区まちづくり推進協議会シンボルマークの設置

４. 基里地区の将来像

　基里地区まちづくり推進協議会は、基里地区の長所を伸ばし、課題解決をすすめて行
くことが住みよいまちづくりと考え、基里地区の「利便性」「環境の良さ」等の特徴を伸
ばし、住みよいまちをつくっていくため、基本目標を定め取組んで来ました。
　今後もこの基本目標を踏襲し、達成に向け取組んでまいります。

　地区の皆様に基里地区まちづくり推進協議会の存在、前項の「基本目標」達成に向け
広くＰＲしていくため、地区の皆様にシンボルマークを募集し決定いたしました。
　今後は、この「基里地区まちづくり推進協議会シンボルマーク」の下「基本目標」達成
に向け取組んでまいります。
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住民同士のきずなが強く、互いを助け合う基里地区の良さを
次世代へ継承するとともに、より幸せで豊かな住みよいまち

１０枚の葉は基里地区の１０町を表しています。
「基」は基里地区まちづくり推進協議会を表しています。「二重の輪」は基里地区まちづくり
推進協議会を中心に１０町がしっかりと手を取り合って仲良く楽しいまちづくりを・・・と
の願いを込めています。　　 制作者　鳥栖市曽根崎町　白垣ひろ子さん

コンセプト



（３）基里地区まちづくり基本計画

　基本目標「住民同士のきずなが強く、互いを助け
合う基里地区の良さを次世代へ継承するとともに、
より幸せで豊かな住みよいまち」達成に向け、３つ
の柱と７つのテーマを踏襲します。
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【基本目標】
住民同士のきずなが強く、互いを助け合う
基里地区の良さを次世代へ継承するとともに、
より幸せで豊かな住みよいまち

強いきずなを受け継ぎ
助け合うまち

●きずなづくり
●地区活動の場づくり

しあわせなまち
●健康づくり
●高齢者・障がい者が
　暮らしやすいまちづくり

ゆたかですみよいまち
●子育て環境づくり
●美しい故郷づくり
●安心して暮らせるまちづくり



５. 基本計画取組一覧表
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　基本計画を踏襲し、まちづくりの実現に向け1年毎に取組内容を検討実践し、長期的
に取組みます。

（１）強いきずなを受け継ぎ助け合うまち

（２）しあわせなまち

（３）ゆたかですみよいまち
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６. まちづくり推進体制
まちづくり推進計画の推進は、基里地区まちづくり推進協議会の運営体制を基本とします。

基里地区まちづくり推進協議会運営体制（令和３年度）



７. 参考資料
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〇基里地区年齢別人口の推移（各年３月末日現在）

〇基里地区年齢別人口割合の推移（各年３月末日現在）

〇基里小中学校児童・生徒数の推移（各年５月１日現在）



発　　行　令和４年3月

　　　　　基里地区まちづくり推進協議会

　　　　　基里まちづくり推進センター　本　館
　　　　　住所：佐賀県鳥栖市曽根崎町1362番地
　　　　　電話：0942-82-3324　FAX：0942-55-5350

　　　　　基里まちづくり推進センター　分　館
　　　　　住所：佐賀県鳥栖市原町831番地
　　　　　電話/FAX：0942-82-6347
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